
第１回 新沖縄発展戦略有識者チーム会議 

 

①日時：令和元年７月 23 日（火）13:30～15:00 

②場所：県庁６階第１特別会議室 

③参加者： 

有識者チーム 

メンバー 

富川盛武   沖縄県副知事 

池宮城秀正 明治大学名誉教授 元沖縄県政策参与 

前村昌健 沖縄国際大学教授 

上妻毅 （一社）ニュー・パブリック・ワークス代表理事 

部局連携員 下地正之 土木建築部 参事監 

伊集直哉 商工労働部 産業雇用統括監 

事務局 企画部 企画調整課 

（株）おきぎん経済研究所 

ブルームーンパートナーズ（株） 

 

④議題等： 

(報告事項) 

１ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画等総点検報告書（素案）について 

（議 題）  

２ 新沖縄発展戦略有識者チームの目的等について（副知事） 

３ 各委員が取り組みたい、又は興味のある事項（各委員） 

４ 「世界水準の拠点空港化、臨空臨港都市としての那覇のイメージ、那覇軍港の跡

地利用を含めた、Sea and Air の展開等」について 

・各委員の発表事項、コメント 

５ 今後のスケジュール等について（事務局） 

６ 次回の開催について（事務局） 

 

⑤議事概要（主な意見等）： 

 富川副知事より、新沖縄発展戦略有識者チームの目的等について説明があったほか、

各委員からは新たな振興計画に向けて議論すべき事項や、空港及び港湾に関する意見

等が挙げられた。 

 主な意見等は下記のとおり。 

 今後の沖縄の 10 年を耐えうる新たな振興計画に向けて、時代の変化に伴う様々

な状況を鑑みるとともに、20 年先以上先の沖縄を見据えた検討が必要である。 

 都市政策について、沖縄の独特な文化や特長、美観・景観、超高齢社会への対応

などを視点に、検討を深める必要がある。 

 民間の経済活動活発化を誘導・誘発させる環境整備・都市計画整備が重要である。 

 那覇空港に隣接する自衛隊駐屯地及び那覇軍港の利用を含めた臨空臨港都市の

在り方を検討する必要がある。 


